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歴史学を専攻する者は（1）から、哲学を専攻する者は（2）から、1 問を選んで解答しなさい。なお、

選んだ問題の記号を最初に記すこと。 

 

 

（1）歴史学 

 

A 明治～大正時代における藩閥の形成から衰退までを、時期を分けながら説明しなさい。 

 

B 1945 年の敗戦を境として、その前と後の時代では、政治・経済・社会の面でどのような連続性・非連続性

があったと思うか論じなさい。 

 

 

（2）哲学 

 

A 「因果関係と呼ばれるものは必然的な結びつきではない」という主張について論ぜよ。 

 

B 「道徳に関する基準は普遍的なものではなく、文化や社会によって異なる」という主張について論ぜよ。 
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